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安久津勝彦町長

６
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
と
希
望
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

平
成
27
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

私
は
、
去
る
４
月
26
日
執
行
さ
れ
た
統
一

地
方
選
挙
に
お
い
て
「
安
全
と
希
望
、
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
立
候
補
し
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
４
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
責
任
の
重
さ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

３
期
12
年
の
町
政
運
営
・
経
験
を
生
か
し
、

常
に
町
民
目
線
を
も
っ
て
誠
心
誠
意
、
足
寄

町
の
発
展
に
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
・
町
議
会
議
員
各
位
の
ご
指
導
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
前
期
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」「
足
寄
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
第
３
回
定
例
会
に
報
告
・

提
案
す
べ
く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
重
点
項
目
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
一
に
「
子
育
て
・
教
育
支
援
の
充
実
」

に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
先
行
型
に
よ
り
開

始
し
た
「
出
産
祝
金
支
給
」「
学
童
保
育
料

無
償
化
」「
学
校
給
食
費
無
償
化
」
の
継
続
、

「
保
育
園
・
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
無
償

化
」
実
現
等
の
子
育
て
・
教
育
支
援
を
安
定

的
・
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
、
５
億
円
程
度
の
「（
仮
称
）
子
育
て
安

心
基
金
」
の
創
設
を
第
３
回
定
例
会
に
条
例

提
案
で
き
る
よ
う
取
り
進
め
ま
す
。

　

第
二
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
実
施
し
た
「
住
環
境
整
備
に
係
る
支
援
」

に
つ
い
て
、
新
た
に
中
古
住
宅
購
入
、
店
舗
・

事
務
所
等
の
商
業
系
家
屋
も
支
援
対
象
と
し

た
「
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」
を
制

度
化
し
、
４
月
に
遡そ

及
き
ゅ
う

し
実
施
し
ま
す
。

　

第
三
に
、
足
寄
高
校
存
続
の
た
め
に
、
同

校
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
公
設
民
営
塾
」
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

道
立
足
寄
高
等
学
校
は
昭
和
24
年
に
道
立

本
別
高
等
学
校
西
足
寄
分
校
と
し
て
定
時
制

課
程
に
よ
り
開
校
以
来
、
本
町
の
振
興
と
と

も
に
発
展
し
、
昭
和
53
年
か
ら
昭
和
63
年
ま

で
全
日
制
課
程
の
全
校
生
徒
が
毎
年
６
０
０

人
以
上
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
本

町
の
人
口
減
や
少
子
化
の
進
行
と
と
も
に
入

学
者
が
減
少
し
、
現
在
は
全
校
生
徒
数
が
１

１
０
人
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

足
寄
高
等
学
校
の
維
持
発
展
の
た
め
に
は
、

１
学
年
２
間
口
の
確
保
が
不
可
欠
と
考
え
て

お
り
、
町
と
同
校
振
興
会
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
全
額
町
費
に
よ
る
海
外
研
修
派
遣
事
業

の
実
施
の
他
、
入
学
時
お
よ
び
修
学
旅
行
時

の
一
時
金
の
支
給
や
模
擬
試
験
な
ど
の
費
用

の
全
額
負
担
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
、

 

さ
ら
に
本
年
度
か
ら
は
新
た
に
給
食
費
補
助

も
開
始
し
ま
し
た
。

　

足
寄
町
の
人
口
減
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
の
ま
ま
新
た
な
特
効
薬
が
な
け
れ
ば
、
１

学
年
２
間
口
を
維
持
可
能
な
41
名
以
上
の
入

学
者
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

近
い
将
来
、
キ
ャ
ン
パ
ス
校
さ
ら
に
は
閉
校

と
い
う
最
悪
の
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
生
徒
や
保
護
者
か

ら
最
も
要
望
が
高
い
学
力
向
上
を
図
る
た
め

「
足
寄
高
等
学
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
公
設
民
営
塾
設
置
の
決
断
に
至
り

ま
し
た
。

　

な
お
今
後
、
塾
運
営
の
提
案
書
を
作
成
し
、

運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
く
予
定
の
㈱
Ｂ
ｉ
ｒ

ｔ
ｈ
４
７
（
本
社

：

東
京
都
）
は
、
学
習
塾

や
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
の
他
、
建
材
事
業
や

公
立
公
園
内
の
飲
食
店
舗
運
営
等
多
角
的
な

経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
代
表

取
締
役
社
長
を
務
め
る
高
橋
宏
幸
さ

ん

は
、
本

町
に
生
ま
れ
育
ち
足
寄
高
等
学
校
の
卒
業
生

で
も
あ
り
、
非
常
に
愛
郷
心
を
持
っ
て
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
素
案
の
提
案
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
「
足
寄
高
等
学
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
運
営
方
法
や
契
約
形
態
、
経
費
積

算
等
の
詳
細
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

８
月
中
旬
ま
で
に
関
連
予
算
を
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
提
案
の
補
正
予
算
額

一
般
会
計�

８
億
０
７
２
４
万
３
千
円

特
別
会
計�

８
２
４
万
５
千
円

事
業
会
計�

９
２
３
万
１
千
円

合　
　

計�

８
億
２
４
７
１
万
９
千
円

平
成
27
年
度
の
予
算
総
額

一
般
会
計�

８
９
億
９
４
６
０
万
０
千
円

特
別
会
計�

３
２
億
８
５
１
１
万
１
千
円

事
業
会
計�

１
６
億
２
１
０
４
万
７
千
円

合　
　

計�

１
３
９
億
０
０
７
５
万
８
千
円

地
域
活
性
化
の
推
進

　

「
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
平
成
23
年
度
は
定
住
促
進
住

宅
建
設
補
助
金
と
し
て
新
築
に
対
す
る
補
助

を
行
い
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
は

さ
ら
に
増
改
築
・
改
修
・
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
も
追
加
し
、
定
住
人
口
の
確
保
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
住
環
境
整

備
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
制
度
の
創
設
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
町

内
業
者
に
よ
る
新
増
築
や
改
修
工
事
が
行
わ

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環
境
の
改
善

に
非
常
に
効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
補
助
金
の
上
限
を
１

５
０
万
円
に
増
額
し
、
中
古
住
宅
の
購
入
や

店
舗
・
事
務
所
等
の
商
業
系
家
屋
も
補
助
対

象
に
広
げ
た
「
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助

金
」
と
し
て
制
度
化
し
、
定
住
人
口
の
確
保
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
住
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
や
住
民
の
主
体
性
が
発
揮
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
町
内
住
民
グ
ル

ー
プ
を
支
援
す
る
た
め
、
１
団
体
30
万
円
を

限
度
に
補
助
を
行
い
ま
す
（
５
団
体
分
を
予

算
計
上
）。

　

ま
た
、
螺
湾
ブ
キ
、
放
牧
酪
農
牛
乳
を
用

い
た
チ
ー
ズ
、
イ
チ
ゴ
栽
培
な
ど
本
町
に
あ

る
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
等
を
進
め
、
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
当
初
予
算
で
も
計
上
し
実
行
し

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
増
員
の
た
め
の
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　

昨
年
度
整
備
し
た
、
大
誉
地
集
落
セ
ン
タ

ー
の
外
構
工
事
と
し
て
舗
装
工
事
等
の
整
備

お
よ
び
、
老
朽
化
し
た
旧
上
利
別
消
防
会
館

な
ど
の
町
有
建
物
を
解
体
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
策
定

　

本
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
第
６
次
総
合

計
画
策
定
の
た
め
の
予
算
措
置
を
行
い
ま
し

た
。

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
準
備
と
し
て
、
社
会

保
障
・
住
民
基
本
台
帳
・
地
方
税
務
・
団
体

内
総
合
宛
名
シ
ス
テ
ム
等
の
改
修
の
た
め
の

予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
や
町
民
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体

育
館
の
窓
口
業
務
の
迅
速
化
や
庁
舎
内
の
電

算
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
庁
舎
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
構
築
し
業
務
用

パ
ソ
コ
ン
の
無
線
化
の
た
め
の
予
算
措
置
を

行
う
と
と
も
に
、
町
民
や
観
光
客
も
使
え
る

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
化
を
図
り
ま

す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進

　

地
熱
を
始
め
豊
富
な
地
域
資
源
の
利
活
用

を
、
地
元
事
業
者
と
連
携
し
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
焼
機
器
導
入
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
も
継
続
し
て
補
助
事
業
を

行
な
い
ま
す
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
焼
機
器
導

入
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
一
般
住
宅
に

加
え
て
、
民
間
事
業
所
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
導
入
補
助
金
を
開
始
し
ま
す
。

農
業
振
興
対
策

　

道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
（
公
共
牧

場
整
備
）
に
よ
り
、
公
共
牧
場
お
よ
び
生
産

者
の
草
地
整
備
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
自
給

飼
料
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
農
業
基

盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

農
業
担
い
手
の
確
保
と
育
成
対
策
で
す
が
、

国
の
政
策
で
あ
る
「
新
規
就
農
総
合
支
援
事

業
」
と
一
体
的
に
重
点
政
策
と
し
て
推
進
し

ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
日
本
型
直
接
支
払
制
度
が
法

制
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
を
一
体
化

し
、
足
寄
町
農
業
再
生
協
議
会
を
中
心
に
関

係
機
関
、
団
体
と
連
携
を
強
化
し
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

畜
産
経
営
従
事
者
の
高
齢
化
お
よ
び
畜
産

農
家
の
減
少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、

畜
産
経
営
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
に
、

規
模
拡
大
等
の
意
欲
あ
る
畜
産
農
業
者
に
対

し
無
利
子
に
よ
る
畜
産
振
興
資
金
貸
付
の
予

算
計
上
を
行
い
ま
し
た
。

林
業
振
興

　

将
来
に
わ
た
り
森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き

る
よ
う
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
各
事
業
の
補

助
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
有
林
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
木
質
資
源
を
持
続 

・
循
環
さ
せ
る
と
と
も
に
森
林
の
持
つ
公
益

的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
狩
猟

者
の
有
害
鳥
獣
駆
除
に
係
る
経
費
負
担
を
軽

く
す
る
と
と
も
に
農
林
業
被
害
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興

　

雌
阿
寒
温
泉
駐
車
場
の
公
衆
ト
イ
レ
は
、

平
成
７
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
建
物
等
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。
道
の
駅
「
あ
し
ょ
ろ
湖
」

に
設
置
し
て
い
る
大
型
観
光
案
内
板
の
改
修

を
行
う
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
て
い
る
、

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト
、
テ
ー
ブ
ル
、
い
す
等

に
つ
い
て
、
利
用
頻
度
が
多
く
損
傷
が
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

事
業
」
を
活
用
し
、
更
新
し
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　

医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス

テ
ム
で
す
が
、
昨
年
４
月
の
小
規
模
多
機
能
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型
居
宅
介
護
施
設
と
地
域
交
流
施
設
に
続
き
、

本
年
４
月
１
日
か
ら
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
生
活
支
援
長
屋
が
運
営
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
等

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
、
福
祉
課
総
合

支
援
相
談
室
を
軸
に
医
療
お
よ
び
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
情
報
を
共
有
し
、
連
携
を

さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
士
等
の
人
材
を
育
成
し
確
保

す
る
た
め
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
」

に
対
し
開
催
経
費
を
支
援
補
助
し
ま
す
（
研

修
対
象
者

：

足
寄
高
校
生
15
人
・
一
般
５
人
）。

　

次
に
、
中
央
児
童
館
と
下
愛
冠
児
童
館
を

統
合
し
た
「
新
児
童
館
」
と
「
学
童
保
育
所
」

を
併
設
し
た
「（
仮
称
）
放
課
後
児
童
拠
点

施
設
」
の
新
築
工
事
に
つ
い
て
、
国
お
よ
び

道
補
助
金
等
に
係
る
財
源
確
保
に
つ
い
て
一

定
の
め
ど
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
８
月
以
降

と
さ
れ
て
い
る
補
助
採
択
後
、
速
や
か
に
着

工
で
き
る
よ
う
工
事
請
負
費
を
予
算
措
置
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
学
童
保
育
所
保
育

料
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
放
課

後
に
お
け
る
障
が
い
児
の
日
中
一
時
支
援
に

係
る
保
護
者
の
利
用
者
負
担
を
無
償
化
と
す

る
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
４
月
か
ら
保
育
所
保
育
料
に

つ
い
て
、
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
料

と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
第
１
子
も
含
め
て

全
額
無
償
と
す
る
ほ
か
学
童
保
育
料
や
学
校

給
食
費
等
の
無
償
化
を
安
定
的
か
つ
継
続
し

て
実
施
で
き
る
よ
う
「（
仮
称
）
子
ど
も
子

育
て
支
援
基
金
」
を
創
設
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

遅
く
と
も
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
に
町
独
自

の
支
援
対
策
を
拡
充
し
、
助
成
額
を
倍
増
す

る
ほ
か
、
新
た
に
男
性
不
妊
治
療
費
を
対
象

に
加
え
る
制
度
改
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
や
人
口
減
少
対
策
と
並
行
し

て
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
係
る

切
れ
目
の
な
い
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、

本
町
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
化

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
教
育
委
員
会
と
も
連

携
し
て
「（
仮
称
）
子
ど
も
課
」
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

道
路
維
持
・
土
木
建
設
工
事

　

町
道
上
稲
牛
線
他
１
路
線
の
法
面
応
急
補

修
の
た
め
の
調
査
設
計
費
と
舗
装
路
面
の
凸

凹
な
ど
車
両
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

町
道
東
芽
登
原
野
線
他
２
路
線
お
よ
び
排
水

不
良
と
な
っ
て
い
る
町
道
下
足
寄
太
線
他
１

路
線
の
道
路
排
水
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

町
道
旭
栄
通
、
旭
町
南
通
お
よ
び
西
町
３

丁
目
２
号
通
の
道
路
整
備
工
事
と
次
年
度
以

降
の
道
路
整
備
に
向
け
た
用
地
確
定
お
よ
び

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

公
園
管
理

　

北
星
公
園
の
休
憩
施
設
（
パ
ー
ゴ
ラ
）
撤

去
な
ど
11
公
園
の
老
朽
化
し
た
遊
具
の
部
材

交
換
お
よ
び
里
見
が
丘
公
園
再
整
備
事
業
の

園
路
整
備
に
係
る
保
安
林
解
除
の
申
請
を
行

い
ま
す
。

　

公
営
住
宅
下
愛
冠
団
地
、
１
棟
12
戸
の
屋

根
、
外
壁
塗
装
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
施
設

　

足
寄
消
防
署
の
広
報
連
絡
車
購
入
、
螺
湾

消
防
会
館
新
築
工
事
な
ど
の
た
め
、
池
北
三

町
行
政
事
務
組
合
消
防
負
担
金
を
予
算
措
置

し
ま
し
た
。

教
育
振
興

　

学
校
施
設
の
整
備
で
す
が
、
本
年
度
に
は

足
寄
小
学
校
体
育
館
扉
、
大
誉
地
小
学
校
体

育
館
・
器
具
庫
屋
根
、
螺
湾
小
学
校
体
育
館

基
礎
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
整
備
を
予
定
し
て
い
た
足
寄
中
学

校
の
外
構
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
整
備
と
し
て
、
本
年
度
は

町
民
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
整
備
を
中
心
と
し

た
施
設
大
規
模
改
修
に
係
る
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　

完
成
後
40
年
が
経
過
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
内
面
ラ
イ
ニ
ン

グ
工
事
を
行
い
ま
す
。

足
寄
町
上
水
道
事
業
会
計

　

町
道
整
備
に
伴
う
配
水
管
敷
設
替
え
事
業

を
行
い
、
地
域
住
民
へ
の
安
心
、
安
全
な
水

道
水
の
安
定
的
な
供
給
を
図
り
ま
す
。

町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
病
院
理
念
に
掲
げ
る
「
お
も
い
や
り
」

の
あ
る
病
院
づ
く
り
を
最
重
点
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
特
に
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
に
お
け
る
接
遇
や
診
療
体

制
の
見
直
し
な
ど
、
利
用
い
た
だ
く
患
者
の

方
の
目
線
に
沿
っ
た
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
医
師
、
看
護
師
の
安
定
確
保
は
も

と
よ
り
、
職
員
の
一
層
の
知
識
と
技
術
の
向

上
や
良
質
な
医
療
の
提
供
と
思
い
や
り
の
あ

る
患
者
対
応
に
努
め
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
費

用
対
効
果
の
両
面
と
を
十
分
に
考
慮
し
な
が

ら
、
着
実
に
経
営
の
健
全
化
が
進
展
す
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
つ
い
て
、
議
会
と
の

連
携
の
も
と
、
大
い
に
議
論
を
し
、
誤
り
な

き
町
政
運
営
・
執
行
に
当
た
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

星崎隆雄教育委員長

町

民

の

学

び

を

推

進

平
成
27
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

教

育

行

政

の

基

本

方

針

　

足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法

を
は
じ
め
と
す
る
教
育
関
連
法
や
第
６
次
足

寄
町
総
合
計
画
お
よ
び
第
４
次
足
寄
町
生
涯

学
習
推
進
計
画
な
ど
を
基
底
に
据
え
、
本
年

度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
総
合
教
育
会
議
の
協

議
・
調
整
を
尊
重
し
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
、

関
係
機
関
・
団
体
と
相
互
に
理
解
と
補
完
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達

の
確
か
な
学
び
や
町
民
の
生
き
が
い
と
な
る

学
び
合
い
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
学
校
運
営
に
向
け
、
教
育
委
員
会

が
主
体
性
を
発
揮
し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会

議
を
通
し
て
的
確
な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、「
開
か
れ
た
学
校
」
や
「
特

色
あ
る
教
育
」
づ
く
り
に
資
す
る
学
校
評
議

員
会
議
、
学
校
評
価
、
地
域
参
観
日
、
小
中

連
携
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　

「
確
か
な
学
力
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

加
配
措
置
の
少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
、

町
単
独
に
よ
る
学
習
支
援
員
の
配
置
、
地
域

学
力
向
上
推
進
事
業
や
巡
回
指
導
教
員
制
度

の
活
用
、
長
期
休
業
中
の
学
習
機
会
の
提
供
、

家
庭
学
習
の
手
引
き
の
配
布
、
家
庭
へ
の
啓

発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

実
施
結
果
を
受
け
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
各
学

校
の
具
体
的
方
策
や
数
値
目
標
を
位
置
付
け

た
「
学
力
向
上
策
」
や
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」

と
と
も
に
、
足
寄
町
生
涯
学
習
研
究
所
に
よ

る
学
力
調
査
・
分
析
の
活
用
を
通
し
、
学
力

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
旗
・
国
歌
の
実
施
で
は
、
儀
式

的
行
事
等
に
お
い
て
望
ま
し
い
形
で
の
実
施

を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

「
豊
か
な
心
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識

な
ど
の
醸
成
、
教
育
相
談
の
充
実
、
読
書
活

動
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
対
応
、

学
校
・
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
に
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
の
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
」
も
引
き
続
き
年
２
回
実
施
す
る
と
と
も

に
、
本
年
度
か
ら
望
ま
し
い
人
間
関
係
や
い

じ
め
防
止
に
活
用
す
る
「
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
」
を
、

へ
き
地
３
校
を
除
い
た
小
学
校
３
年
以
上
、

中
学
校
で
は
全
学
年
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

「
健
や
か
な
体
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

教
科
体
育
の
充
実
や
体
力
づ
く
り
運
動
の
日

常
実
践
化
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。
安
全
面
の
配
慮
を
要
す
る
中

学
校
教
科
体
育
の
柔
道
選
択
に
お
い
て
、
有

段
者
の
教
員
を
配
置
し
た
複
数
の
教
員
に
よ

る
指
導
や
安
全
管
理
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　

食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
魅
力
あ
る
献
立
を

通
し
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
や
「
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
」
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

国
際
理
解
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
国
際
交
流
員
の
積

極
的
な
活
用
を
図
り
、
町
内
の
小
学
校
や
中

学
校
、
足
寄
高
等
学
校
に
派
遣
し
て
授
業
を

支
援
し
、
異
文
化
理
解
や
外
国
語
習
得
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
・
調
整
を
図
り
、
職
場
訪
問
体

験
学
習
な
ど
を
通
し
、
望
ま
し
い
職
業
観
や

勤
労
観
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
各
教
科
の

関
連
学
習
内
容
や
実
施
訓
練
を
通
し
て
災
害

へ
の
適
切
な
迅
速
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
教
育
活
動
の
多
様
な

場
面
に
お
い
て
効
果
的
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　

環
境
教
育
で
は
、
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光

発
電
装
置
を
活
用
し
た
環
境
保
全
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
理
科
授
業
な
ど
の
教
育
活
動
に

組
み
入
れ
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
個
別
指
導
計
画
や

教
育
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展

開
、
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
等
、
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学
習

と
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地
域
環
境
の
特
性

を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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足
寄
高
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　

遠
距
離
通
学
費
や
入
学
時
お
よ
び
見
学
旅

行
時
の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
と
し
て
の
進
学
合
同
学
習
や
部

活
動
、
検
定
・
模
擬
試
験
の
自
己
負
担
の
軽

減
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
学
年
全
員
の
全
額
公
費
負
担

に
よ
る
姉
妹
都
市
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に

派
遣
す
る
「
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事

業
」
の
実
施
や
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
介
護
職
員
養
成
講
座
の
講
習
料
補
助
も

継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
足
寄
高
等
学
校
振
興
会
」
や
「
足

寄
高
校
を
存
続
さ
せ
る
会
」
と
連
携
し
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
や
実
行
策
を
検
討
し
な
が
ら

２
間
口
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し

ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
今
年
４
月
か
ら
供

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
小
・
中
学

校
へ
の
給
食
提
供
の
ほ
か
に
、
６
月
１
日
か

ら
足
寄
高
等
学
校
の
希
望
生
徒
に
も
給
食
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
給
食
費
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
や
足
寄
高
等
学
校
存
続
な

ど
の
支
援
策
、
さ
ら
に
は
人
口
減
少
対
策
と

し
て
本
年
度
か
ら
小
・
中
学
校
と
高
校
に
無

償
化
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

老
朽
化
に
伴
う
校
舎
の
施
設
・
設
備
の
改

修
や
教
職
員
住
宅
の
改
築
を
足
寄
町
総
合
計

画
を
踏
ま
え
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　

「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。
ま
た
「
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育

て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ
し
ょ
ろ
☆

冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸

術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
夏
季
・
冬
季
休
業
中
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
を

実
施
し
、
学
び
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ
イ

パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演

習
林
」
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　

情
報
の
提
供
と
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機

会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
足

寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
や

「
学
遊
校
」
の
多
様
な
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
豊
か
な
学
び
合
い

を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
仲
間
づ

く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
学

習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

国
際
交
流

　

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら
引
き
続
き
国

際
交
流
員
を
招
へ
い
し
て
小
・
中
学
校
に
派

遣
し
、
外
国
語
活
動
や
英
語
指
導
の
支
援
の

ほ
か
、
小
学
生
や
保
育
園
児
・
一
般
町
民
を

対
象
と
し
た
国
際
理
解
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設

　

町
民
セ
ン
タ
ー
や
生
涯
学
習
館
を
ま
ち
づ

く
り
や
ひ
と
づ
く
り
に
向
け
た
学
習
拠
点
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
今
後
も
、
文
化
・

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
生
涯
学
習
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

図
書
室
に
つ
い
て
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
長

寿
命
化
や
大
改
修
を
踏
ま
え
た
図
書
室
の
図

書
館
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
・
児

童
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
、
乳
幼
児
の
絵
本
と

の
出
会
い
等
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　

文
化
団
体
等
の
活
動
を
通
し
優
れ
た
文
化 

・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
文

化
の
伝
承
や
創
作
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
町
の
歴
史
や
発
展
の

資
料
を
数
多
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
や
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
も
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
資
料
の
整
理
や
展
示
の
工
夫
、

情
報
提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　

企
画
・
運
営
の
工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な

ど
に
よ
り
入
館
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

本
町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
マ
ン
ガ
ン
酸
化
物

生
成
地
」
は
、
新
た
に
環
境
省
が
実
施
す
る

「
生
態
系
維
持
回
復
事
業
」
に
参
画
し
、
有

害
魚
類
の
根
絶
と
自
然
環
境
の
回
復
を
目
指

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

保
護
と
活
用
の
両
面
に
つ
い
て
具
体
的
方
策

を
検
討
し
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
機
会
の
拡
充
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
定
期
点
検
並
び
に
計
画

的
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
出
前

教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通
し
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
27
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

初夏の味

螺湾ブキ
　

足
寄
町
の
豊
か
な
山
林
と
清
ら
か
な
水
の
恵
み
を
受
け
て
育
つ
螺
湾

ブ
キ
。
町
を
代
表
す
る
特
産
品
で
あ
る
螺
湾
ブ
キ
は
、
日
本
一
大
き
な

フ
キ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
栄
養
価
が
高
い
こ
と
や
さ
ま

ざ
ま
な
料
理
に
使
え
る
こ
と
か
ら
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

初
出
荷

　

６
月
20
日
、
ら
わ
ん
グ
リ
ー
ン

研
究
グ
ル
ー
プ
阿
部
壽
美
雄
代
表

の
圃
場
で
自
生
螺
湾
ブ
キ
の
収
穫

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん

は
「
今
年
は
雨
が
少
な
か
っ
た
り
、

霜
が
降
り
た
り
と
不
安
も
あ
っ
た

が
、
６
月
に
入
り
雨
が
降
っ
た
こ

と
で
螺
湾
ブ
キ
が
急
激
に
成
長
し
、

柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
フ
キ
に
育

っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

刈
り
取
ら
れ
た
螺
湾
ブ
キ
は
そ

の
日
の
う
ち
に
丁
寧
に
箱
詰
め
さ

れ
、
約
４
０
０
箱
が
全
国
各
地
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

ラ
ワ
ン
ブ
キ
青
空
教
室

　

町
鷲
府
の
鳥
羽
秀
男
さ
ん

の
農
場

で
６
月
22
日
に
足
寄
小
学
校
の
２

年
生
を
対
象
と
し
た
「
ラ
ワ
ン
ブ

キ
青
空
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
町
の
農
業
や
螺

湾
ブ
キ
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

た
後
、
フ
キ
畑
に
入
り
ス
ケ
ッ
チ

を
開
始
。
初
め
て
フ
キ
畑
に
入
っ

た
と
い
う
坂
見
綾
香
さ
ん

は
「
フ
キ

は
苦
手
だ
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
よ

り
も
大
き
く
て
た
く
ま
し
い
フ
キ

を
見
て
、
私
も
頑
張
っ
て
食
べ
て

み
よ
う
か
な
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

ラ
ワ
ン
ぶ
き
狩
り

　

６
月
28
日
、
足
寄
町
農
業
協
同

組
合
（
新
津
賀
庸
代
表
理
事
組
合

長
）
主
催
の
第
18
回
ラ
ワ
ン
ぶ
き

狩
り
が
鳥
羽
農
場
で
開
催
さ
れ
、

今
が
旬
の
螺
湾
ブ
キ
が
刈
り
取
れ

る
と
あ
っ
て
町
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
大
き
く
育
っ
た
フ
キ

の
ほ
場
に
分
け
入
る
と
、
目
当
て

の
螺
湾
ブ
キ
を
刈
り
取
り
袋
い
っ

ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。

お
い
し
く
食
べ
よ
う
！

螺
湾
ブ
キ
料
理

　

足
寄
農
畜
産
物
加
工
開
発

研
究
会
（
南
田
治
光
会
長
）

で
は
、
町
の
豊
か
な
農
畜
産

物
を
食
材
と
し
た
「
お
い
し

く
食
べ
よ
う
！
あ
し
ょ
ろ
の

食
材
レ
シ
ピ
集
」
を
昨
年
３

月
に
発
行
し
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
集
に
は
町
の
野
菜

や
螺
湾
ブ
キ
を
メ
イ
ン
と
し

た
料
理
35
品
を
掲
載
。
螺
湾

ブ
キ
の
肉
詰
め
や
生
シ
ョ
ウ

ガ
と
螺
湾
ブ
キ
の
き
ん
ぴ
ら

な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
レ

シ
ピ
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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十勝管内の消防がひとつに！
平成28年４月１日から
「とかち広域消防局」が運用を開始します

❖
消
防
広
域
化
の
背
景

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
伴

う
人
口
減
少
、
災
害
や
事
故
の
多
様
化
・
大

規
模
化
な
ど
、
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
消
防
体
制
の
整
備
と
確
立
を
図
る
た
め
、

平
成
18
年
６
月
に
「
消
防
組
織
法
」
を
改
正

し
、
消
防
の
広
域
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

❖
十
勝
管
内
の
う
ご
き

　

十
勝
管
内
の
19
市
町
村
で
は
こ
う
し
た
国

の
動
き
に
合
わ
せ
、
消
防
広
域
化
の
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
４
月

に
は
十
勝
圏
の
消
防
広
域
化
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
検
討
組
織
で
あ
る
「
消
防
広
域
推
進

室
」
を
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
内
に
設
置
。

19
市
町
村
で
協
議
・
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
効
率
的
・
効
果
的
な
消
防
体
制
の
構

築
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年
５
月
に
「
と
か

ち
広
域
消
防
事
務
組
合
」
を
設
立
し
、
現
在

の
十
勝
管
内
６
消
防
本
部
（
帯
広
市
消
防
本

部
・
北
十
勝
消
防
本
部
・
西
十
勝
消
防
本
部
・

南
十
勝
消
防
本
部
・
東
十
勝
消
防
本
部
・
池

北
三
町
消
防
本
部
）
体
制
を
、
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
一
本
化
す
る
「
と
か
ち
広
域
消

防
局
」
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

❖
消
防
広
域
化
に
よ
り

　

期
待
さ
れ
る
効
果

　

災
害
現
場
の
直
近
署
所
か
ら
の
出

動
が
可
能
と
な
り
、
消
防
車
や
救
急

車
の
到
着
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
ほ
か
、

災
害
の
規
模
に
応
じ
た
出
動
体
制
が

確
立
さ
れ
ま
す
。

　

６
つ
の
消
防
本
部
を
統
合
す
る
こ

と
で
、
人
員
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る

ほ
か
、
共
同
処
理
に
よ
る
財
政
メ
リ

ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
、
十
勝
管
内
全
て
の
１
１
９
番

通
報
を
受
け
付
け
る
こ
と
で
、
迅
速

な
通
信
指
令
業
務
が
実
現
し
ま
す
。

初

動

体

制

の

強

化
！

財

政

負

担

の

軽

減
！

指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
に
よ
る

通

信

の

高

度

化
！

消 防 の 広 域 化

組織の統合
高機能消防指令センターの共同整備

（指揮命令系統の一元化）
消防救急デジタル
無線の共同整備

消防体制の基盤強化
●高機能消防指令センター整備に

よる通信指令業務の高度化

●高度な資機材等の計画的・効率

的な整備

●組織の活性化

住民サービスの向上
●現場到着時間の短縮

●初動体制の強化

●効果的な部隊運用

財政負担の軽減
●組織運営・人員の効率化

●消防救急デジタル無線の効

率的整備

●国の財政支援制度の活用

教
え
て
！
消
防
広
域
化

Q
消
防
団
も
広
域
化
さ
れ
る
の
？

A
消
防
団
は
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
す
る

こ
と
か
ら
、
広
域
化
の
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
消
防
団
は
消
防
署
と
連
携

し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

Q
広
域
化
後
の
消
防
署
の
人
員
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

A
広
域
化
ス
タ
ー
ト
時
に
足
寄
消
防
署
か
ら
２

人
を
「
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
」
に
派
遣

す
る
予
定
で
す
が
、
基
本
的
に
は
現
行
の
職
員

配
置
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
行

よ
り
２
人
の
減
員
と
な
り
ま
す
が
、
通
信
・
指

令
な
ど
の
業
務
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
消
防
力
が
低
下
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
広
域
的
な
人
事
異
動
に
よ
り
、
消
防
団
や
地

域
住
民
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

A
広
域
的
な
人
事
異
動
は
、
広
域
化
時
点
で
は

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等
を
目
的
と
し
た
最
低
限
の

人
事
異
動
」
と
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
な
人
事

異
動
は
行
わ
ず
広
域
化
前
の
配
置
を
引
き
継
ぐ

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
域
人
事
異

動
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
署
所
勤
務
の

消
防
職
員
は
勤
務
地
居
住
を
原
則
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
消
防
団
や
地
域
住
民
と
の
関
係
が

希
薄
に
な
る
こ
と
や
定
住
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
に
調
整
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

広

域

化

に

よ

る

主

な

変

更

点

そ
の
①
～
一
番
近
く
の
消
防
署
等
か
ら
出
動
！

　

広
域
化
す
る
こ
と
で
市
町
村
ご
と
の
管
轄
に
と
ら
わ
れ
ず
、
現
場

に
一
番
近
い
消
防
署
か
ら
出
動
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

そ
の
②
～
１
１
９
番
通
報
の
一
括
管
理

　

こ
れ
ま
で
足
寄
消
防
署
で
受
信
し
て
い
た
１
１
９
番
通
報
は
、
消
防
の

広
域
化
に
併
せ
て
、
と
か
ち
広
域
消
防
局
（
現

：

帯
広
市
消
防
本
部
）
に

整
備
す
る
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
の
一
括
受
信
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
報
相
手
の
位
置
な
ど
が
表
示

さ
れ
、
通
報
現
場
を
管
轄
す
る
消
防
署
に
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
動
後
の
消
防
車
両
の
位
置
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
把
握
す
る
な
ど
、
よ

り
的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

広域化後に変更となる出動署

地　
　
　

区　
　
　

名

現

在

の

出

動

署

広

域

化

後

の

出

動

署

最
大
短

縮
効
果

大
誉
地
本
町
、
ト
メ
ル
ベ
シ
ベ
、

上
斗
伏
、
中
大
誉
地
、
上
大
誉

地
、
伏
古
丹
、
北
大
誉
地

足
寄
消
防
署

陸
別
消
防
署

約
27
分

旭
ヶ
丘
、
開
北

足
寄
消
防
署

上
士
幌
消
防
署

約
24
分

美
里
別
東
上
北
部
、
活
込
、
拓

農
、
上
拓
農

本
別
消
防
署

足
寄
消
防
署

約
８
分

清
里
、
明
美
、
月
見
台
、
新
生

本
別
消
防
署

足
寄
消
防
署

約
12
分

広域化前 ※行政区域を管轄する署所から出動

広域化前

広域化後

広域化後 ※現場から最も近い署所から出動

119番通報

119番通報 自動化・省力化

19市町村 通信員 出　動

出　動

手順に沿って通信員が行う

119番通報の仕方
は変わりません

通報内容
の確認

通報内容
の確認

災害場所
の特定

災害場所
の特定

出動部隊
の選定

出動部隊
の選定

出動命令

出動命令

通報～出動～現場到着
までの時間が短縮

十勝管内の消防がひとつに！
平成28年４月１日から
「とかち広域消防局」が運用を開始します

十勝管内の消防がひとつに！
平成28年４月１日から
「とかち広域消防局」が運用を開始します
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足寄町の財政状況
（平成27年３月末現在）

歳　出

平成26年度予算の執行状況（平成27年３月31日現在）をお知らせします。

この数値は決算額とは異なります。それは、会計年度は４月１日から３月31日までですが、この後、出納整

理期間（４月１日から５月31日まで）があり、この間にもお金の出し入れがあるからです。

一般会計

歳　入

特別会計の収支状況

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億6,325万1千円 9億4,006万6千円 10億3,214万7千円 88.7％

簡 易 水 道 3,870万5千円 894万0千円 3,362万1千円 86.9％

公 共 下 水 道 事 業 4億1,021万7千円 1億7,422万2千円 3億5,286万6千円 86.0％

介 護 保 険 9億1,212万1千円 7億6,248万9千円 8億1,010万2千円 88.8％

足 寄 都 市 計 画 足 寄 市 街 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 1億5,419万5千円 3,213万2千円 1億5,296万9千円 99.2％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億8,307万1千円 1億8,928万2千円 2億6,422万4千円 93.3％

後 期 高 齢 者 医 療 1億0,935万3千円 1億0,544万4千円 1億0,806万0千円 98.8％

企業会計の収支状況

会　　　計　　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億3,970万7千円 1億4,661万0千円 1億2,481万3千円

資本的収入及び支出 1億2,455万4千円 6,306万4千円 1億2,243万0千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億3,330万4千円 9億4,071万7千円 9億5,162万4千円

資本的収入及び支出 1億7,902万7千円 9,426万3千円 1億3,444万6千円

44億7,663万4千円

44億7,663万4千円

1億5,350万0千円

17億2,783万0千円

8億9,264万9千円

9億0,879万6千円

5億0,156万1千円

5億6,637万4千円

収入済額

予　算　額

収入済額
　76億5,715万2千円
予　算　額
  99億1,962万8千円
執　行　率
　77.2％

0 2 4 6 8 10 12 1614 18
（億円）

国税（所得税、法人税、酒税、消
費税など）の一部から、町の財政
状況に応じて交付されるお金です。

地　方
交付税

4億2,021万5千円

5億5,107万4千円

皆さんに納めていただいた
税金です。 町　税

多額の資金を必要とする事業を
早く完了するため、国や銀行な
どから借り入れるお金です。

町　債

6億2,892万8千円

7億9,670万4千円

特別会計や基金との間で相互
に資金運用をし、一般会計に
繰り入れされるお金です。

繰入金  1億1,106万7千円

 1億6,766万5千円

町の特定の事務・事業に対
して、国からくるお金です。

国　庫
支出金

3億2,284万8千円

5億6,575万9千円

町が行う事務・事業に対し
て、北海道からくるお金で
す。

道支出金

1億4,975万0千円

1億5,879万2千円

公共施設の使用料や各種行
政サービスに関する利用手
数料などのお金です。

使用料及び
手数料　　

地方譲与税や繰越金、分担
金及び負担金、財産収入な
どのお金です。

その他

預金利子、貸付元利収入な
ど、ほかの項目に属さない
お金です。

諸収入

10億9,716万5千円

15億0,155万1千円

特別職・一般職の給与など
の経費です。職員費

7億0,174万0千円

12億3,958万7千円

支出済額 

予　算　額 

支出済額
　80億4,954万3千円
予　算　額
  99億1,962万8千円
執　行　率
　81.1％

（億円）
20 15 10 5 0

6億8,237万0千円

7億8,891万4千円

消防施設費、商工業振興、
議会、労働者対策、災害復
旧などの経費です。

その他

7億2,631万1千円

8億1,925万3千円

小・中学校の改修や備品の
購入、生涯学習推進などに
使われる経費です。

教育費

11億8,447万0千円

11億8,456万4千円

借入金の返済金、利子など
です。公債費

12億4,624万6千円

12億5,605万2千円

民生費
幼児やお年寄り、からだの
弱い方を援護するための経
費です。

9億9,654万6千円

12億9,278万8千円

土木費
道路改良、橋の架け替え、
公営住宅の建設、公園の管
理などの経費です。

役場の全般的な仕事、税金
を集める仕事、戸籍事務や
選挙事務のための経費です。

総務費

7億6,475万0千円

8億7,804万6千円

皆さんの健康を守ったり、
ごみなどを処理したりする
ための経費です。

衛生費

6億4,994万5千円

9億5,887万3千円

農林水産
業　　費

農業基盤整備の工事費や農
業・林業振興のための経費
です。

※収益的収入及び支出とは、サービスの提供により得た収入とサービスの提供に要した人件費や物件費など

の支出を指します。また、資本的収入及び支出とは、将来の経営活動に備えて行う建設改良にかかる支出

とその財源となる収入を指します。
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

13

まちかどまちかどまちかど
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　足寄動物化石博物館（澤村寛館長）で化石

教室が町茂螺湾地区などで開催され、町内外

から親子連れなど22人が参加。参加者は地層

の性質の説明を受けた後、同博物館の学芸員

の指導の下、金づちやたがねを使って岩盤を

削り、貝殻の印象化石や植物の化石を掘り当

てていました。

６.14 太古の歴史を学ぶ

　一般町民を対象とした英会話教室「ハロー！

マット！」（町教育委員会主催、全４回）が

町民センターで行われ、中級コースに13人が

参加。参加者は、町国際交流員のマット・フ

ェルスキさ
んから英会話で応用できるフレーズ

や慣用句など、ワンランク上の生きた英語を

ゲーム形式で学びました。

６.17 生きた英語を学ぶ

　「野津美智子写真展～私の花鳥風月ｐａｒ

ｔ３～」が町民センターロビーで開催されま

した。オンネトーや里見が丘公園などの身近

な場所に咲いている花々や天体写真等、30点

以上の作品を展示。来場者は、野津さ
んの四季

折々の情景を鋭く捉えた作品に魅了されてい

ました。

６.17 楽しく泳ごう！

６.16 日常を切り取って

　水泳少年団に加入していない小学生を対象

としたジュニア水泳教室が温水プールで開か

れ34人が参加しました。子どもたちは水着に

着替えると、学年別に練習を開始。水泳が苦

手な低学年は顔を水に付ける練習やビート板

を使ったバタ足のやり方など、水泳の基本を

学びました。

６.７ 安全を願って

６.14 練習の成果を披露
　足寄消防団（國見將団長）の連合演習が役

場駐車場横で行われ、団員１２５人、消防車

10台が参加しました。団員らはきびきびとし

た動作で演習に取り組み、日頃の練習の成果

を発揮。来賓や見学者に機械器具点検や小隊

訓練、消防操法などを披露し大きな拍手が送

られていました。

　あしょろ観光協会（家常尚詞理事長）主催

の雌阿寒岳安全祈願祭が野中温泉側の登山口

で行われ、関係者や登山客など約60人が参加

しました。家常理事長が「今年も昨年同様、

遭難事故無く楽しい登山シーズンとなれば」

とあいさつを述べた後、参加者全員で今年１

年の安全を祈願しました。

６.１ 実りの秋を楽しみに
　螺湾小学校（佐藤康弘校長、児童13人）で

田植えを行いました。これは、畜産を営む保

護者が、上川管内愛別町産の飼料用米を使用

しているのが縁となり実現したもの。児童ら

は、愛別町の稲作農家である大村正利さ
んから

教わりながら、校舎前に作られた田んぼにも

ち米の苗を丁寧に植え付けていました。

６.21 森林浴を楽しむ
　気軽に楽しめる全身運動として、人気上昇

中の「ノルディックウオーキング」を楽しむ

旅がオンネトーで行われ、町民ら26人が参加

しました。これは、６月４日に実施された体

験会を受けて行われたもので、参加者らは初

夏の日差しを受けて光輝く湖面を眺めながら、

心地良い汗を流しました。
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≪写真：上段から≫

●足寄小学校

●芽登小学校・芽登保育所

●螺湾小学校・螺湾保育所

●大誉地小学校・上利別保育所

副
町
長
に
渡
辺
俊
一
氏
が
就
任
し
ま
し
た

５
月
26
日
に
開
か
れ
た
第
３
回
町
議
会
臨
時
会
で
人
事
議
案
が
同
意
さ
れ
、

６
月
５
日
か
ら
渡
辺
俊
一
氏
（
前
総
務
課
長
、
59
歳
）
が
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

就

任

あ

い

さ

つ

退

任

あ

い

さ

つ

副町長

渡　辺　俊　一

前副町長

田　中　幸　壽

　

退
任
さ
れ
ま
し
た
田
中
幸
壽
氏
の
後
任
と

し
て
、
６
月
５
日
を
も
ち
ま
し
て
副
町
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
足
寄
町
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
び
、

足
寄
高
等
学
校
を
卒
業
後
、昭
和
52
年
４
月
、

足
寄
町
役
場
に
奉
職
致
し
ま
し
た
。
職
員
と

し
て
38
年
間
、
福
祉
や
農
政
、
企
画
な
ど
の

分
野
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
仕
事
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
副
町
長
と
い
う
職
務
を
い
た
だ

き
、
責
務
の
重
大
さ
に
あ
ら
た
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
第
５
次
総
合
計
画
が
平
成
26
年
度
で

終
了
し
、
新
た
に
平
成
27
年
度
を
ス
タ
ー
ト

と
す
る
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

　

私
は
、
こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
、
６

月
４
日
を
も
っ
て
平
成
15
年
か
ら
３
期
12
年

間
の
副
町
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和

44
年
、
足
寄
町
役
場
に
奉
職
以
来
歴
代
の
理

事
者
、
執
行
機
関
職
員
、
町
議
会
議
員
、
町

民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
に
支
え
ら

れ
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
副
町
長
就
任
当
時
、
国
・

地
方
と
も
に
こ
れ
ま
で
に
無
い
厳
し
い
財
政

状
況
に
陥
り
、
国
の
構
造
改
革
路
線
に
よ
る

財
政
再
建
と
市
町
村
合
併
が
推
し
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
わ
が
町
に
お
い
て
も
、
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
や
各
種
補
助
金

の
大
幅
削
減
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
近

隣
町
と
の
合
併
を
模
索
し
協
議
を
重
ね
ま
し

た
が
い
ず
れ
も
不
調
に
終
わ
り
「
自
主
・
自

立
の
道
」を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、本
町
に
お
い
て
も
、

若
い
世
代
を
中
心
に
将
来
に
わ
た
り
町
民
が

安
心
し
て
働
き
、
希
望
に
応
じ
た
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
、
教
育
、
働
き
方
が
で
き
る
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
、
農

業
や
林
業
・
商
工
観
光
な
ど
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
確
保
、
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉

の
充
実
、
教
育
と
子
育
て
支
援
、
災
害
に
備

え
た
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
種
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
足

寄
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
、
今

日
ま
で
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
指
導

や
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
職
員

と
と
も
に
「
安
全
と
希
望
、
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
に
向
け
て
、
安
久
津
勝
彦
町

長
を
補
佐
し
、
議
会
や
関
係
団
体
等
の
皆
様

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、町
民
の
誰
も
が「
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
住
民
合
意
に
よ
る
「
自
律
プ
ラ

ン
（
10
カ
年
計
画
）」
を
策
定
し
、
行
政
改

革
の
積
極
的
推
進
や
徹
底
的
な
歳
出
削
減
等

を
行
う
こ
と
で
、行
財
政
の
健
全
化
を
図
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
下
で
の
行
政
執
行
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、
産
業
振
興

の
推
進
を
は
じ
め
、
遅
れ
て
い
た
社
会
基
盤

整
備
等
ハ
ー
ド
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
や
医
療
と
子
育
て
の
充
実
等
々
、
山
積

す
る
諸
課
題
に
取
り
組
む
一
方
、
町
債
の
抑

制
・
削
減
と
基
金
の
増
額
を
行
う
こ
と
で「
自

立
プ
ラ
ン
」
の
達
成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
残
さ
れ
た
行
政
課
題
等
も
多
々
あ
り

ま
す
が
、私
と
し
て
は
３
期
12
年
に
わ
た
り
、

安
久
津
町
政
の
下
で
副
町
長
と
い
う
重
責
を

担
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
・
地
方
で
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
、
そ
の
対
応
・
対
策
に
大
変
苦
慮

し
て
お
り
ま
す
が
、本
町
で
も「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
作
業
を
進

め
、
多
く
の
関
係
者
皆
様
方
の
ご
意
見
・
ア

イ
デ
ア
等
で
、
将
来
の
方
向
性
を
見
出
す
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
町

民
皆
様
方
の
特
段
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

運 動 会
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詳細：役場福祉課総合支援相談室介護保険担当　☎２５－２１４１内線１３８ 介護保険に関するお知らせ

65歳以上の方の介護保険料が改定されました

　65歳以上の方の介護保険料は、３年おきに見直しされます。

　介護保険料は、今後３年間に必要な介護サービスの総額から65歳以上の方の負担分（22％）を算出し、

その方の世帯の所得や課税状況に応じて決められます。

平成27年度～平成29年度の足寄町の介護保険料

介護保険料の納め方

滞納が続くと…

所得段階 対　　　　　　　象　　　　　　　者 計算方法 保険料年額

第１段階

世帯全員が
市区町村民税非課税

●生活保護受給者の方
●老齢福祉年金受給者の方
●前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下の方

基準額×0.45 31,100円

第２段階
●前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が120万円以下の方

基準額×0.63 43,500円

第３段階
●前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が120万円超の方

基準額×0.75 51,800円

第４段階 本人が市区町村民税非
課税で、世帯に市区町
村民税課税者がいる

●前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下の方

基準額×0.83 57,300円

第５段階
●前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円超の方

基準額 69,000円

第６段階

本人が市区町村民税課税

●前年の合計所得金額が120万円未満の方 基準額×1.2 82,800円

第７段階 ●前年の合計所得金額が190万円未満の方 基準額×1.3 89,700円

第８段階 ●前年の合計所得金額が290万円未満の方 基準額×1.5 103,500円

第９段階 ●前年の合計所得金額が290万円以上の方 基準額×1.7 117,300円

　受給している年金の額によって２通りに分かれます。

　特別な事情が無いのに介護保険料の滞納が続く場合、未納期間に応じて介護サービス料の負担が上が

ったり、いったん利用料の全額を負担してもらったりするなどの措置が取られます。

　介護保険料は、必ず期限内にお支払いください。

※７月に、平成27年度の介護保険料に関する通知をお送りします。

※納付書により納める方は、期限（原則毎月25日）内に納付してください。

①年金が年額18万円以上の場合…≪特別徴収≫年金からの天引きとなります。ただし、年度途中で

65歳になる方は、天引きが始まるまで普通徴収となります。

②年金が年額18万円未満の場合…≪普通徴収≫納付書や口座振替により納めます。

　災害など特別な理由で一時的に介護保険料を支払えない場合は、保険料の減免や徴収猶予を受け

られる場合などがあります。

　支払いが困難なときは、ご相談ください。

平成27年８月から介護保険制度が一部変わります

変更点①～一定以上所得者は、介護サービスの利用者負担が１割から２割に！

変更点②：高額介護サービス費の上限額が引き上げられます！

変更点③：介護施設等における食費・居住費（特定入所者介護サービス費）が見直されます！

　介護保険サービスを利用したとき、平成27年７月までは一律１割負担ですが、平成27年８月からは

65歳以上の方で一定以上の所得者は２割負担となります（65歳未満の方は、１割負担です）。

　医療保険制度における現役並み所得者に相当する方は、高額介護サービス費の自己負担の限度額が、

３７，２００円（月額）から４４，４００円（月額）に引き上げられます。

　施設入所等に係る食費および居住費について、低所得者には申請により負担を軽減する「特定入所者

介護サービス費」がありますが、在宅で暮らす方や保険料を負担する方との公平性をさらに高めるため、

次の通り要件が追加されます。

※一定以上の所得者とは、本人の合計所得金額が年間１６０万円以上で、年金収入等とその他の合計所

得金額の合計が単身世帯で２８０万円以上、２人以上の世帯で３４６万円以上の方のことです。

■負担割合証

　要介護認定を受けた方に利用者の負担割合を示す証明書が発行されます。介護保険証とともに介護保

険のサービスを利用するときに必要になります。有効期限：１年間（８月１日～翌年７月31日）

　なお、７月下旬ごろに要支援・要介護認定を受けている全ての被保険者に負担割合証を送付する予定

です。

※現役並み所得者とは、同一世帯に65歳以上で、市区町村民税課税所得が１４５万円以上の人がいる世

帯の方です。

平成27年７月まで

■自己負担の限度額（月額）

　≪平成27年７月まで≫

平成27年８月から

１割負担
一定以上の所得者 ２割負担

そ れ 以 外 １割負担

　≪平成27年８月から≫

区　　　　　分 限度額

医療保険制度における
現役並み所得者相当の方

44,400円

市区町村民税課税世帯の方 37,200円

世帯全員が市区町村民税非課税 24,600円

・老齢福祉年金受給者の方
・前年の合計所得金額と課税

年金収入額の合計が80万
円以下の方など

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護受給者の方など 15,000円

区　　　　　分 限度額

市区町村民税課税世帯の方 37,200円

世帯全員が市区町村民税非課税 24,600円

・老齢福祉年金受給者の方
・前年の合計所得金額と課税

年金収入額の合計が80万
円以下の方など

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護受給者の方など 15,000円

認　　定　　さ　　れ　　る　　要　　件 見直し時期

これまでの要件 市区町村民税非課税世帯である。

追加される要件

配偶者の
所得の勘案

世帯を分離している配偶者も市区町村民税が非課税である。
平成27年
８月から預貯金等

の勘案
単身の場合1,000万円以下、夫婦の場合2,000万円以下であること。
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十
勝
管
内
町
村
部
で
初
！

本
別
町
に
法
律
事
務
所
が
で
き
ま
し
た

町
税
は
大
切
な
自
主
財
源

～
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
！
～

　

町
税
（
道
・
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
）
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
福
祉

や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自
主
財
源

で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
公
平
な
負
担
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

適
正
な
医
療
給
付
等
を
行
う
た
め
、
町
税
と

同
じ
く
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
公
平
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

税
金
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の
保
有
状
況

等
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ
た
方
は

定
め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
送
付

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
に
従
い
給
与
や

預
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
財
産
の
差

し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
税

金
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
割
合

で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
付
で
き
な
い
と
き
は
、
必
ず
相
談
を
！

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
一
刻

も
早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
を
放
置
し

て
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、

あ
な
た
の
経
済
的
事
情
や
社
会
的
信
用
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
税
務
室
収
納
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
７

滞納処分件数・金額実績

処分財産 平成24年度 平成25年度 平成26年度

給 与
 0件  2件  2件

(  　0千円 ) (   62千円 ) (  207千円 )

預 貯 金
11件  9件  7件

(1,462千円 ) (　341千円 ) (  127千円 )

生命保険
 0件  0件  1件

(  　0千円 ) (  　0千円 ) (  205千円 )

不 動 産
 0件  0件  1件

(　　0千円 ) (　　0千円 ) (  500千円 )

そ の 他
52件 6件 15件

(1,082千円 ) (　668千円 ) (　463千円 )

町税等収納率

町税等種別
過年度
課税分

現年度
課税分

固定資産税
46.7％  99.4％
41.0％  99.8％

軽自動車税
41.0％  98.8％
49.2％  99.3％

道・町民税
43.7％  99.4％
35.6％  99.0％

国 民 健 康
保 険 税

37.5％  98.2％

32.3％  97.7％

法人町民税
滞納なし  99.4％
滞納なし 100.0％

上段：平成26年度　下段：平成25年度かっこ内は税金に充てた金額

　

十
勝
管
内
町
村
部
で
は
初
と
な
る
法
律
事

務
所
が
、
５
月
25
日
に
本
別
町
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
開
設
さ
れ
た
の
は
「
本
別
ひ
ま
わ
り

基
金
法
律
事
務
所
」
。
弁
護
士
過
疎
地
域
の

解
消
を
目
的
に
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
や
弁

護
士
会
、
弁
護
士
会
連
合
会
の
支
援
を
受
け

て
開
設
・
運
営
さ
れ
る
も
の
で
、
所
長
に
は

帯
広
市
出
身
の
渡
辺
紘
生
弁
護
士
（
31
歳
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
別
町
に
は
、
釧
路
家
庭
裁
判
所
本
別
出

張
所
と
本
別
簡
易
裁
判
所
が
あ
る
一
方
、
こ

れ
ま
で
池
北
３
町
に
弁
護
士
事
務
所
は
な
く
、

弁
護
士
過
疎
地
域
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

渡
辺
弁
護
士
は
、
帯
広
柏
葉
高
等
学
校
、

慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
立
教
大

学
法
科
大
学
院
に
進
学
。
平
成
23
年
に
司
法

試
験
に
合
格
し
、
道
内
の
弁
護
士
過
疎
地
域

に
弁
護
士
を
派
遣
す
る
都
市
型
公
設
事
務
所

「
す
ず
ら
ん
基
金
法
律
事
務
所
」（
札
幌
市
）

で
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
、
法
律
事
務
所
開
設
の
報
告
で

役
場
を
訪
れ
た
渡
辺
弁
護
士
は
「
釧
路
弁
護

士
会
を
通
し
本
別
町
に
法
律
事
務
所
を
開
設

す
る
と
い
う
話
を
受
け
た
際
、
私
自
身
、
十

勝
出
身
で
あ
り
、
何
か
特
別
な
縁
を
感
じ
ま

し
た
。
主
な
活
動
拠
点
は
、
本
別
、
足
寄
、

陸
別
の
３
町
。
高
齢
の
方
が
多
い
地
域
で
も

あ
り
、
成
年
後
見
制
度
や
消
費
者
問
題
に
つ

い
て
力
を
入
れ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　

ま
た
「
自
分
か
ら
積
極
的
に
地
域
に
出
向

く
こ
と
を
心
掛
け
、
地
元
の
人
に
気
軽
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
事
務
所
に
な
れ
ば
。
グ
ル

ー
プ
や
団
体
で
の
学
習
会
な
ど
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
は
】

　

本
別
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

�

本
別
町
南
１
丁
目
２
番
地
39

�

☎
30

－

４
２
１
０

　

相
談
費
用
：
１
時
間
５
０
０
０
円
（
初
回
）

所長の渡辺紘生弁護士

ル
ト
ブ
ル
ー
や
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
色

彩
を
呈
す
る
大
変
き
れ
い
な
湖
で
す
。
そ
の

色
彩
の
原
因
は
、
水
質
と
い
う
よ
り
は
、
湖

の
底
に
溜
ま
っ
て
い
る
黄
色
み
を
帯
び
た
堆

積
物
と
青
色
を
呈
す
る
湖
水
が
混
ざ
り
合
っ

た
結
果
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
湖
水
の
水
深
が
変
化
す

る
こ
と
に
よ
り
色
彩
が
変
化
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
尾
山
洋
一
学
芸

員
に
よ
る
研
究
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
7b.biglobe.ne.jp/

～oyam
a/

第98回『オンネトーはなぜきれい』

（九州大学北海道演習林　智和正明）

夏 の オ ン ネ ト ー

w
orks.htm

l )

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
オ
ン

ネ
ト
ー
は
酸
性
湖
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
、
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
が

水
質
分
析
し
た
結
果
で
は
、
ペ
ー
ハ
ー
（
酸

性
度
の
指
標
）
が
７
か
ら
８
を
示
し
て
お
り
、

中
性
化
し
て
い
ま
す
。
富
栄
養
化
の
原
因
物

質
と
な
る
窒
素
・
リ
ン
の
濃
度
が
低
く
、
水

質
の
観
点
か
ら
も
〝
き
れ
い
な
〟
湖
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

み
ん
な
の
国
民
年
金

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
、
所
得
が
低
い
等
の
理
由
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ネ
ト

ー
は
、

足
寄
町
民
の
誰

も
が
一
度
は
訪

れ
た
こ
と
の
あ

る
足
寄
の
代
表

的
な
シ
ン
ボ
ル

の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ン
ネ
ト
ー
は

ア
イ
ヌ
語
で「
年

老
い
た
沼
」
と

い
う
意
味
の
よ

う
で
す
。
オ
ン

ネ
ト
ー
は
色
が

時
間
、
季
節
に

よ
っ
て
刻
々
と

変
わ
り
、
コ
バ

❖
免
除
期
間
は
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

て
い
れ
ば
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
し
て
も
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

❖
免
除
等
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
27
年
度
の
免
除
等
の
申
請
受
け
付
け

は
７
月
１
日
か
ら
行
っ
て
お
り
、
対
象
と
な

る
期
間
は
平
成
27
年
７
月
分
か
ら
平
成
28
年

６
月
分
ま
で
の
１
年
間
分
で
す
。

　

ま
た
昨
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
過
去

２
年
１
カ
月
分
ま
で
遡そ

及
き
ゅ
う

し
て
免
除
申
請
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間

を
有
し
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

免除区分と受給資格

老 齢 基 礎 年 金 障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間への算入）
受給資格期間

への算入
年金額への反映
（反映割合）

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○
○

（１/２）
○

一部
納付

４分の１納付

○

○
（５/８）

○２分の１納付
○

（６/８）

４分の３納付
○

（７/８）

若年者納付猶予
学生納付特例

○ × ○

未　　納 × × ×
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
32
回

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　

今
回
は
、
連
鎖
販
売
取
引
の
契
約
に
つ
い

て
の
お
話
で
す
。

◆　

◇　

◆　

◇　

◆　

◇　

◆

　

20
歳
未
満
で
保
護
者
の
同
意
が
無
く
行
っ

た
契
約
は
、
無
条
件
で
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
（
一
部
例
外
あ
り
）。
し
か
し
、
20

歳
を
過
ぎ
て
契
約
す
る
と
簡
単
に
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
も
判
断
力
の
低
下
な
ど
か

ら
悪
質
商
法
の
標
的
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
若
者
と
高
齢
者
が
巻
き
込
ま
れ

た
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

儲
け
話
に
ご
用
心
！
【
若
者
編
】

　

進
学
の
た
め
遠
方
に
住
ん
で
い
る
息
子
が
、

知
人
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
に
誘
わ

れ
た
。
教
材
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
30
万
円
で
購

入
さ
せ
ら
れ
た
。
全
然
儲
か
ら
な
い
の
で
解

約
し
よ
う
と
思
い
、
勧
誘
し
た
人
に
連
絡
し

た
が
、
そ
の
人
は
す
で
に
退
会
し
て
い
た
。

《
髙
安
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

契
約
書
な
ど
の
法
定
書
面
を
受
け
取
っ
て

か
ら
20
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
途
解
約
に
よ
り
い
つ
で
も
組
織

か
ら
退
会
（
解
約
）
が
で
き
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
商
品
も
返
品
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

甘
い
言
葉
に
ご
用
心
！
【
高
齢
者
編
】

　

知
人
が
健
康
食
品
の
販
売
員
に
な
っ
た
と

話
し
、
訪
ね
て
き
た
。
「
今
、
会
員
に
な
る

と
売
値
の
３
割
引
き
で
商
品
を
購
入
で
き
、

さ
ら
に
別
の
人
を
紹
介
す
れ
ば
ボ
ー
ナ
ス
も

も
ら
え
る
」
な
ど
と
説
明
し
、
し
つ
こ
く
勧

誘
し
て
く
る
の
で
困
っ
て
い
る
。

《
髙
安
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

勧
誘
目
的
を
告
げ
な
か
っ
た
り
、
薬
で
も

な
い
の
に
が
ん
に
効
く
な
ど
と
不
実
告
知
違

反
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
契
約
そ
の

も
の
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
解
説

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
や
マ
ル
チ
商
法

と
呼
ば
れ
る
「
連
鎖
販
売
取
引
」
は
ビ
ジ
ネ

ス
に
不
慣
れ
な
人
を
販
売
員
と
し
て
勧
誘
し
、

商
品
を
購
入
さ
せ
る
の
と
同
時
に
、
新
た
な

会
員
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
商
法
で
す
。

　

簡
単
に
儲
か
る
と
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
て

も
、
仕
入
れ
た
商
品
が
売
れ
ず
に
在
庫
と
し

て
残
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

《
豆
知
識
》

　

マ
ル
チ
商
法
に
似
た
仕
組
み
と
し
て
「
ね

ず
み
講
」
が
あ
り
ま
す
。
ね
ず
み
講
は
金
品

の
配
当
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
反
社

会
性
が
高
い
こ
と
か
ら
昭
和
53
年
に
法
律
で

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談
員
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
、
消
費
生
活
相
談
所
で
北

海
道
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
渕

泰
子
さ
ん

を
招
き
「
消
費
生
活
出
前
講
座

～
最
近
の
悪
質
商
法
と
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
寸
劇
や
ク
イ
ズ

を
通
し
、
契
約
の
基
本
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

（オレンジ色）

（ピンク色）

後期高齢者医療制度のお知らせ

保険証が新しくなります

▲▲

保険証と併せて減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります

▲▲

適切な受診のために～「医療費通知」をご活用ください

▲▲

　現在ご使用の保険証（黄緑色）の有効期限が平成27年７月31日で満了

となるため、８月以降は使用できません。

　７月中に新しい保険証を郵送しますので、お手元に届きましたら、住

所・氏名・一部負担金の割合などの記載事項をご確認ください。

　減額認定証をすでにお持ちの方で、引き続き交付対象となる方には、

７月中に保険証と一緒に減額認定証を郵送します。新しい減額認定証が

お手元に届きましたら、住所、氏名などの記載事項をご確認ください。

　また、新たに減額認定証が必要となられた方は、次の交付要件に該当

することをご確認の上、役場住民課住民室保険担当へ申請してください。

　被保険者の皆さんに健康や医療に対する理解を深めていただくために、医療費を半年ごとにまとめ、ご希

望の方に医療費通知を送付しています。なお、次回の発行は９月に行います（平成27年１月から６月までの

医療費を対象）。新たに発行を希望される方は、北海道後期高齢者医療広域連合または役場住民課住民室保

険担当へご連絡ください。

※すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方は、あらためてご連絡いただく必要はありません。

※この医療費通知は、確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

問い合わせ先・詳細

　・北海道後期高齢者医療広域連合　☎０１１－２９０－５６０１

　・役場住民課住民室保険担当　　　☎２５－２１４１内線２１７

・新しい保険証の有効期限は、平成28年７月31日までです。
・紛失したときや汚れたときは再交付しますので、役場住民課住民室保

険担当までお申し出ください。

※有効期限の切れた古い保険証（黄緑色）は、８月１日以降にご自

身で破棄してください。

※有効期限の切れた古い減額認定証（黄色）は、８月１日以降にご

自身で破棄してください。

８月１日から使用する保険証の色は、オレンジ色です。

８月１日から使用する減額認定証の色は、ピンク色です。

●減額認定証の交付要件…次の区分ⅠまたはⅡに該当する方

区 分 Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方
（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）
・老齢福祉年金を受給されている方

区 分 Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税である方

狙

わ

れ

る

！

若

者

と

高

齢

者

消
費
生
活
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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日　　時　７月25日㈯　午後４時－

場　　所　役場前駐車場

内　　容　地元グルメ出店、ゲームイベント、 

カラオケ大会他

そ の 他　ビール前売り券を販売しています。

当日は１杯４００円で提供しています。

詳細・ビール前売り券取り扱い

� 本別町商工会青年部　☎２２－２５２９

日　　時　８月１日㈯　午後３時－

場　　所　銀河通り歩行者天国

� （道の駅「ステラ★ほんべつ」前通り）

内　　容　食のコーナー、ライブステージ、ビ

ンゴ大会他

詳　　細� スターフェスティバル実行委員会

� ☎２２－２２２２

第30回チャリティー樽生ビアー彩

第23回スターフェスティバル2015

第７回ふるさと銀河線
りくべつ鉄道まつり

日時・場所　７月18日㈯　午後６時－９時

　　　　　　緑町サッカー場

　　　　　　７月19日㈰　午前10時－午後３時

　　　　　　駅前多目的広場

内　　容

18日　花火大会、花火列車運行

19日　お笑いステージショー（まちゃまちゃ、

ネゴシックス、Ｎｉｆｕ）、歌謡ショー、銀

河線縁日、子どもビンゴ大会、大抽選会

詳　　細� 陸別町観光協会事務局

� （陸別町役場産業振興課内）

� ☎２７－２１４１内線１３５

銀河クリーンセンター見学会

サマージャンボ宝くじ
発売中

北海道警察官募集

交通規制のお知らせ

節電にご協力ください

　銀河クリーンセンターで、個人

向けの施設見学会を実施します。

日　　時　８月７日㈮
　　　　　午前10時－11時

定　　員　30人（先着順）

申込期限　７月27日㈪
※日曜日、祝日を除く午前10時か

ら午後４時までの間に電話でお

申し込みください。

詳　　細� 銀河クリーンセンター

� ☎２９－６７００

発 売 期 間　７月31日㈮まで

抽 せ ん 日　８月11日㈫
支払開始日　８月17日㈪

　夏は電力需要が高まる季節です。

照明、冷蔵庫、テレビなどを中心

に、普段から使用している電化製

品について節電のご協力をお願い

します。また、外出の際には温水

洗浄便座やパソコンなどの待機電

力等の削減をお願いします。

詳　細� 北海道電力㈱

� ☎０１１－２５１－１１１１

受 付 期 間　８月11日㈫－26日㈬
一次試験日　９月20日㈰
北海道警察ホームページ

http://www.police.pref.hokkaido.
lg.jp/
※試験場所、応募資格などについ

ては、警察署または最寄りの交

番・駐在所にお問い合わせくだ

さい。

詳　　細

� 本別警察署　☎２２－０１１０

　道路工事のため、次の通り通行

止めおよび片側交互通行を行いま

す。なお、交通規制区間であって

も、区域内居住者のために必要と

認められる交通は確保します。

道路工事①

＜郊南団地１号通＞

工事期間　８月20日㈭まで

道路工事②

＜中足寄愛冠線＞

工事期間　８月31日㈪まで

詳　　細� 役場建設課建設室

� ☎２５－２１４１内線３７７

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・平原隆さ
ん（帯広市）から青

少年の健全育成のため

� 80万円

募　　集

お知らせ

新人を紹介します

・年齢　49歳

・出身　足寄町

・趣味　読書

「町民の皆さんの意見や要望

を聞きながら、より住みよい

まちづくりに貢献していける

よう精いっぱい頑張ります」

山内　貴子
総務課企画財政室主任

自衛官候補生募集

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 応 募 資 格 受付期間 試 験 日
自衛官候補生
（女子） 18歳以上

27歳未満の方
８月１日㈯～
９月８日㈫

９月28日㈪

自衛官候補生
（男子）

９月29日㈫
－30日㈬

役場福祉課予防検診担当からのお知らせ

●歯とお口の健康調査にご協力ください

　北海道医療大学歯学部と協力し、65歳以上の要介護認定を受けて

いない方を対象に、お口の機能やかみ合わせ、もの忘れなどの検査

を無料で行います。ご協力いただける方は担当までご連絡ください。

日時・場所

●健康川柳を募集しています

　睡眠やストレスをテーマに、川柳を作ってみませんか。

募集期限　８月７日㈮まで

応募方法　作品（１人３作品まで）と読み仮名、住所、氏名（ペン

ネーム可）、年齢、電話番号を記入の上、官製はがき、ＦＡＸま

たはメールで応募いただくか、福祉課や国民健康保険病院などに

設置している応募箱に投函してください。

※応募作品は、健康づくりに関する広報などで紹介します。

川柳応募専用メールアドレス　hsuishin@town.ashoro.hokkaido.jp
詳　　細� 役場福祉課予防検診担当　☎２５－２５７１

� ＦＡＸ２５－９２０１

７月27日㈪ 午前９時－正午 旭町母と子の家
午後２時－５時 ケアハウス銀河の里あしょろ

８月３日㈪ 午前９時－正午
町民センター

午後２時－５時

８月４日㈫ 午前９時－正午
町民センター

午後３時－５時

通行止め区間

片側交互通行区間

銀河クリーンセンター
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☆今年の７月は例年に比べ、ちょ

っと長いんです。そう、７月１

日は「うるう秒」が実施された

ため、１日が24時間＋１秒あっ

たのです。

☆うるう秒とは、世界の標準時を

地球の自転にできるだけ正確に

合わせるため、調整されるもの。

ちなみに、前回は２０１２年に

実施され、今回で25回目となり

ます。

☆そんな「うるう秒」について家

で話していたら、息子が「じゃ

あ、今日は１秒多くゲームでき

るね」って喜んでいました。

☆ごめんね、息子よ。１秒が追加

されるのは、君が学校で勉強し

ている間なんだよ。

大竹　陽
ひ よ り

葵ち
  ゃ
   ん

� （平成25年７月３日生まれ）

　好奇心と食欲が旺盛ないたず

らっ子。お姉ちゃんのまねをし

て歌ったり踊ったりけんかした

り、妹のお世話もしてくれます。

これからも、明るく元気いっぱ

い育ってね。� 徹・美穂さ
んの子

� （北３条１丁目）

木下　大
や ま と

翔ち
  ゃ
   ん

� （平成25年７月12日生まれ）

　お姉ちゃんが大好きで甘えん

坊。何をするにもお姉ちゃんの

まねをして、良いことも悪いこ

ともしている大翔。人に優しく、

元気いっぱいの毎日を過ごして

ほしいな。� 修・由美さ
んの子

� （芽登本町）

今月の表紙

　６月13日に行われた「芽登保育所・芽登小

学校運動会」でのスナップです。

 （⇒14ページ）　

ひとのうごき
６月末の住民基本台帳

人　口　　７，２６５　人　（＋１)

　男　　　３，５２３　人　（＋10)

　女　　　３，７４２　人　（－９)

世　帯　　３，５５１世帯（－２)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


